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Agenda ★ J-STAGE Dataがプラットフォー

ムとして利用するデータリポジト

リFigshare 紹介

★ Figshareが毎年発表するThe 

State of Open Dataレポートに

見られる研究データ公開に関す

る国際的な状況：研究者 視点

から
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自己紹介
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1991-1999 東京外国語大学附属図書館

2000-2002 ハワイ大学マノア校図書館情報学修士

2003-2012 Thomson Reuters (現Clarivate) 

2012-2015 Nature Publishing Group (現Springer Nature) 

2015-2018 ORCID, Inc. (regional director, APAC)

　2018- 学術情報コンサルタント (フリーランス)

　2019- 情報通信研究機構ナレッジハブ (招聘専門員)

　2019- 筑波大学図書館情報メディア系 (非常勤講師)

　2020- DataCite (APAC expert group member)

　2022- Research Data Alliance (PID IG co-chair; 
member since 2016)

　2022- 青山学院大学コミュニティ人間科学部 (非常勤講
師)



Figshareと

● Mark Hahnelが博士課程在籍中に自身
研究データを広く公開することを
目指して2011年に創業、2012年より
Digital Science社 傘下に

● 査読済み ジャーナル論文「以外」
さまざまな研究成果 公開と、研究に関わる
全て 個人 「研究貢献」を明確にすることが目的

● 研究者個人による利用 無償（容量20GBまで）

● 各アイテムに DOIを付与し、被引用数やオルトメトリクスを表示
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【参考】Hahnel, Mark; Miyairi, Nobuko; Nomura, Norimasa (2021): How to make your data repository successful and sustainable: learnings from 

figshare-powered repositories. figshare. Presentation & Video. https://doi.org/10.6084/m9.figshare.14815311.v1

https://doi.org/10.6084/m9.figshare.14815311.v1


Figshare機関版

● 研究機関や学会、出版社な
どが利用できるクラウドソ
リューション

● Figshare.comが提供するリ
ポジトリ機能をカスタマイズ
可能に

● メンテナンスや国際標準へ
準拠、DOI 付与、SSO

など多く 共通課題に対応

5



Figshare機関版

6https://knowledge.figshare.com/working-with

https://knowledge.figshare.com/working-with


The State of Open Data

● 全世界 研究者を対象にアンケートを実施した結

果をまとめたThe State of Open Dataレポートを毎

年公開

● 2016年 アンケート調査 回答者 約2000人→
最新 2023年調査 回答者 約6000人

● これまでに延べ約3万3000人が回答しており、研

究データに関する調査で 最も大規模で長く続い

ているも 一つ

● 日本から 回答者 313人（インド、中国、米国、ド

イツに続く第5位）
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Key takeaways

1. 研究者が必要とする支援を受けられていない

回答者 約4分 3が、研究データ公開 ため 支援を受けたことがないと回答。

2. 一様な支援で 対応できない

専門分野や地域によって回答に らつきが見られ、研究データ管理に 状況に応じた適切な支援が必

要である。

3. 固定観念に対する疑問

経験 長い研究者 新しいことに反対している か？今回 調査で 、オープンデータに対する認識や

支援 レベルにおいて、研究者として 経験が重要な要因で ないことがわかった。

4. クレジットに関する継続的な問題

本調査を実施して以来8年間、一貫して研究者 研究データ 公開について十分な評価を受けていな

い、という懸念をもっている。

5. AIに関する認識と行動 ズレ

今回初めて、ChatGPTや類似 AIツールをデータ 収集、処理、メタデータ作成などに利用しているか

どうかを尋 た。
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1. 研究者が必要とする支援を受けられていない

「データマネジメントプラン (DMP)について知っているか？」と 質問

に41%が「Yes」と回答。そ うち約半数 DMP作成にあたり何らか

支援が受けられる環境にあるが、約 4分 3 支援を受けたことがな

い、と回答。

支援を受けたことがあると回答した者 、以下 支援を受けている

（複数回答）

● 研究室 同僚や上司から  61%
● 図書館から  31%
● 研究支援室など  26%

日本 回答者 うち、83％ 実際にDMPを作成したことがない

● そ うち、作成したことがある回答者 、研究室 (16)や図書館

(4)から支援を受けている
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2. 一様な支援で 対応できない

「データマネジメントプラン(DMP)について知っているか？」と 質

問へ 回答 地域によって大きな差が見られる

● 最もDMP 認知度が高い エチオピア、英国、米国、

インド、ドイツなど

● 日本 回答：Yes (24%) No (51%) I don’t know (25%)

同様に、分野によっても差がある

● 最もDMP 認知度が高い 計算機科学、そ 他、社会

科学、地球科学、人文学など

● 化学、工学、物理学、材料科学など 方がむしろ認知度

低い
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3. 固定観念に対する疑問

オープンデータに対する認識において、研究者として

経験 重要な要因で ない。

● 最初 研究成果から何年経過しているか、を

研究者 経験と考えた場合、DMP 認知度と

相関しない。
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「若い研究者ほど新しい概念に順応している」という

固定観念 当て まらない。



4. クレジットに関する継続的な問題

本調査を実施して以来8年間、一貫して研究者 研
究データ 公開について十分な評価を受けていな
い、という懸念をもっている。

● 調査全体で 「Yes」 13%
● 日本 回答者 「Yes」9％
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データ共有 動機 、これまで 調査と同様、「論文へ

引用を促進」がトップ、続いて「社会貢献」、「論文 イ

ンパクトや可視性 向上」など。

● 日本 回答者 「引用」「共著者としてクレジット」

「社会貢献」など



5. AIに関する認識と行動 ズレ

今回 調査で初めて、ChatGPTや類似 AIツール

を研究データ 収集、処理、メタデータ作成などに利

用しているかどうかを尋 た。

● 最も多かった回答 、「ツール 存在 知って

いるが、利用しようと思わない」

● ただし、すでに利用し始めている研究者もいる

（収集 12%、処理 14%、メタデータ作成 10%）

● 日本 回答者 59% 「利用しようと思わな

い」が、すでに利用し始めている研究者も（収

集 9%、処理 9%、メタデータ作成 6%）
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研究コミュニティへ 示唆
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研究データに画一的なアプローチ 存在しない。対象コ
ミュニティ ニーズと関心レベルを見極めて、真に必要な
サポートを提供すべき。

一貫して研究者 十分な評価を得られて
いないと感じている。データ自体や論文
へ 引用から採用・昇進条件にいたるまで、
データ公開 ため インセンティブを高めるためにさまざ
まなシステム改革が必要。

NIHが助成するGREIイニシアチブ
ように、研究コミュニティ全体に波及
するような研究データ グッドプラクティスを追求し、汎用
的なトレーニングとよりきめ細かいガイダンス 提供を考
えるべき。

研究データ公開に熱心な 若い研究
者だけで ない。全て 年代 研究者が
一定以上 モチベーションや課題を抱え
ており、アウトリーチ 区別なく、計画的に進めるべき。

https://datascience.nih.gov/data-ecosystem/generalist-repository-ecosystem-initiative


学会として 取り組み 一例
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欧州地球科学連合（EGU: European Geosciences Union）

2023年 年次大会でデータヘルプデスクを設置し、研究デー

タ公開について参加者が気軽に質問できるようにした。

ヘルプデスク EGUや米国地球物理学連合（AGU: American 

Geophysical Union）など 関係者によって企画され、米国国

立科学財団（NSF）や欧州連合（EU）などによるオープンサイエ

ンス関連 助成金により、研究データ公開 経験を持つポスド

クや研究者、図書館員などを配置した。

AGUで 今月開催する2023年次大会でも同様 ヘルプデス

クを設置する予定。

https://x.com/ShelleyStall/status/1650170885117034500?s=20

https://x.com/ShelleyStall/status/1650170885117034500?s=20

